
◎
温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
法
律
第
一
二
一
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
一
〇
月
二
六
日
・
衆
議
院
環
境
委
員

会

）

○
鴨
下
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
温
泉
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
内
容
を
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
六
月
十
九
日
に
、
東
京
都
渋
谷
区
に
お
い
て
、
温
泉
の
く
み
上
げ

に
伴
い
発
生
し
た
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
爆
発
事
故
に
よ
り
、
三
名
の
方
の

と
う
と
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
に
約
二
万
あ
る
温
泉
の
中
に
は
、

同
様
に
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
も
の
が
相
当
数
あ
る
と
見
込

ま
れ
、
こ
の
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
温
泉
に
お
け
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス

に
対
す
る
安
全
対
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い

発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
温
泉
の
掘

削
に
係
る
許
可
の
基
準
の
見
直
し
、
温
泉
の
採
取
に
係
る
許
可
制
度
の
創

設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
法
の
目
的
と
し
て
、
現
行
法
の
目
的
で
あ
る
温
泉
の
保
護
、

利
用
の
適
正
に
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
を
加
え
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

第
二
に
、
温
泉
の
掘
削
に
伴
う
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
都
道
府
県
知

事
に
よ
る
許
可
の
基
準
と
し
て
、
掘
削
の
た
め
の
施
設
や
方
法
が
可
燃
性

天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
が
災
害
の
防
止
上
必
要
な
措

置
命
令
を
行
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

第
三
に
、
温
泉
の
採
取
に
伴
う
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
温
泉
の
採
取

に
つ
い
て
、
既
存
の
も
の
も
含
め
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
採
取
の
た
め
の
施
設
や
方
法
が
可
燃
性
天
然
ガ

ス
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
許

可
の
基
準
と
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
が
災
害
の
防
止
上
必
要
な

措
置
命
令
を
行
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
な
い
温
泉
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
知
事
の
確
認
を
受
け
て
、
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を

要
し
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
の
項
目
の
追
加
等
の
所
要
の
規

定
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
そ
の
内
容
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
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う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
環
境
委
員
長
報
告（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
日
）

○
小
島
敏
男
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
環
境
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
六
月
に
東
京
都
渋
谷
区
内
の
温
泉
施
設
に
お
い
て
爆
発
事
故
が
あ

り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
温
泉
に
お
け
る
災
害
の
防
止
の
た
め
の
安
全

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
案
は
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い
発
生

す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
温
泉
の
採
取
に

係
る
許
可
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。本

案
は
、
去
る
十
月
二
十
四
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
二
十
六
日
鴨

下
環
境
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
三
十
日
に
質
疑
を
終
局

い
た
し
ま
し
た
。
か
く
し
て
、
本
日
採
決
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
本
案
は

全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

温
泉
の
掘
削
及
び
採
取
等
に
伴
い
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ

る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
採
取
等
の
許
可
に

当
た
っ
て
は
、
よ
り
適
正
か
つ
厳
格
な
条
件
を
付
与
す
る
よ
う
検
討
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
違
反
に
対
し
て
は
厳
正
に
対
処
す
る
よ
う
、
各
都

道
府
県
知
事
に
対
し
助
言
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
都
道
府
県
知
事
が
、

採
取
事
業
の
廃
止
等
を
し
た
事
業
者
に
対
し
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ

る
災
害
防
止
上
必
要
な
措
置
を
適
宜
・
適
切
に
命
ず
る
よ
う
、
助
言
を

行
う
こ
と
。

二

温
泉
の
掘
削
及
び
採
取
等
の
許
可
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
対
策
を
都
道
府

県
知
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
温
泉
資
源

が
国
民
共
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
民
、
有
識
者
、
関

係
民
間
団
体
等
の
意
見
等
も
十
分
に
聴
取
し
、
そ
れ
ら
を
可
能
な
限
り

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三

可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
防
止
措
置
を
必
要
と
し
な
い
旨
の
都

道
府
県
知
事
の
確
認
は
、
十
分
な
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
本
法
の
施
行
に
必
要
な

限
度
に
お
い
て
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
発
生
状
況
、
掘
削
等
の
実
施
状
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況
等
に
関
す
る
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
を
温
泉
掘
削
事
業
者
、
温
泉

採
取
事
業
者
等
に
対
し
適
宜
・
適
切
に
行
う
よ
う
助
言
す
る
こ
と
。

四

温
泉
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
し
そ
の
利
用
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
対
策
に
係
る
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
取

組
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
及
び
温
泉
協
会
等
と
も

連
携
し
つ
つ
、
温
泉
に
関
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
情
報
の
適
正
な
公
表
に
最
大
限
努
め
る
こ
と
。

五

安
全
対
策
の
着
実
な
実
施
を
図
る
た
め
、
温
泉
採
取
事
業
者
に
よ
る

当
該
安
全
対
策
に
係
る
設
備
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用
等
に
対
し
、
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。

六

近
年
、
都
市
部
等
に
お
け
る
大
深
度
掘
削
泉
の
掘
削
等
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
大
深
度
掘
削
に
伴
う
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ

る
災
害
の
発
生
、
温
泉
資
源
及
び
周
辺
地
盤
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
調

査
・
研
究
等
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
の
未
利
用
源
泉
に
つ
い

て
そ
の
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
有
効
利
用
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
。

七

関
係
各
省
庁
は
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
係
る
安
全
対
策
の
み
な
ら

ず
、
硫
化
水
素
ガ
ス
に
よ
る
中
毒
事
故
の
再
発
防
止
等
、
温
泉
を
め
ぐ

る
諸
問
題
に
一
丸
と
な
っ
て
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
体
制
の
構
築
等
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、

各
都
道
府
県
等
と
も
緊
密
な
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

八

温
泉
に
お
い
て
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
メ

タ
ン
が
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
及
び
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
温
泉
に
お
い
て
発
生
す
る
可
燃
性

天
然
ガ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

九

温
泉
が
我
が
国
の
優
良
な
観
光
資
源
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国

民
等
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
安
全
対
策
及
び
風
評
被
害
対
策

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
環
境
委
員
長
報
告（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
六
日
）

○
松
山
政
司
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
環
境
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
温
泉
の
採
取
等
に
伴
い
発
生
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に

よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
法
目
的
に
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害

の
防
止
を
加
え
る
と
と
も
に
、
温
泉
の
掘
削
に
係
る
許
可
基
準
の
見
直

し
、
温
泉
の
採
取
に
係
る
許
可
制
度
の
創
設
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術
基
準
の
内
容

及
び
策
定
時
期
、
大
深
度
掘
削
に
伴
う
メ
タ
ン
の
噴
出
や
温
泉
資
源
へ
の

影
響
、
分
離
し
た
メ
タ
ン
の
有
効
利
用
の
促
進
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
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質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
に
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
一
九
年
一
一
月
二
〇
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
温
泉
の
掘
削
・
採
取
に
伴
う
災
害
の
防
止
に
関
す
る
技
術
基
準
及
び

災
害
防
止
措
置
が
必
要
な
い
旨
の
確
認
基
準
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県

の
取
組
状
況
も
踏
ま
え
、
災
害
防
止
措
置
の
実
施
が
確
実
に
行
わ
れ
る

よ
う
的
確
な
基
準
を
速
や
か
に
策
定
す
る
こ
と
。

二
、
暫
定
対
策
が
完
了
し
て
い
な
い
施
設
が
相
当
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者
に
よ
る
災
害
防
止
措
置
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
、

可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
危
険
性
や
取
扱
い
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
事
業
者
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
策
を
検

討
す
る
こ
と
。

三
、
温
泉
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
を
始
め
と
す

る
関
係
省
庁
間
及
び
都
道
府
県
と
の
緊
密
な
連
携
に
努
め
る
と
と
も

に
、
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
対
す
る
安
全
対
策
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
の

事
業
者
に
よ
る
国
民
へ
の
情
報
提
供
の
促
進
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
硫

化
水
素
ガ
ス
な
ど
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

四
、
近
年
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
受
け
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
多

く
の
大
深
度
掘
削
泉
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
大

深
度
掘
削
に
伴
う
可
燃
性
天
然
ガ
ス
に
よ
る
災
害
の
発
生
、
温
泉
資
源

や
周
辺
地
盤
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
調
査
・
研
究
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

五
、
温
泉
に
付
随
す
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
メ
タ
ン

は
、
二
酸
化
炭
素
よ
り
は
る
か
に
温
室
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地

球
温
暖
化
防
止
及
び
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
、
分
離
し
た
メ
タ
ン
の

利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

温
泉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
七


